
ひび割れ調査における写真の
正面化＆展開図作成支援の

ご提案

CieloCAD IGの活用事例

エヌケイシステムズ

- 2017.2 -

シエロキャド アイジー

ひび割れ調査における写真の正面化及び展開図の作成支援のご提案としまして、
土木測量計算＆CADシステム「CieloCAD」シリーズの画像編集支援バージョン
「CieloCAD IG」をご紹介申し上げます。



～画像（写真）を補正する～

写真の読み込み

２点移動

マーキングのトレース、距離計測・面積計測

方法１

レンズ歪補正

方法２

4点補正・台形歪補正

方法３

レンズ歪補正

方法４

今回はひび割れ調査で撮影した写真を取り込み、補正を行いマーキングされたひ
び割れを図形でトレース、文字の追加を行い展開図を作成する方法についてご説
明します。CieloCAD IGでは、環境に応じて4つの補正操作があります。



レンズ歪補正とは

レンズ補正とは、カメラ特有の歪、具体的にはレンズによる半径方向と円周方向
の歪を補正する技術のことです。CieloCAD IGでは、レンズ歪補正を手動による補
正と、パラメータ作成による自動補正に対応しています。
ご使用のカメラもCieloCAD IGでレンズ補正を行うことが可能です。



自動でレンズの歪補正する方法

撮影するカメラ別にレンズ歪補正用ファイル（補正パラメータ）を作成し保存し
ておけば、レンズ歪補正用ファイル（補正パラメータ）を選択して画像を指定す
るだけで自動でレンズ歪補正を行うことができます。



４点補正とは

4点補正とは、画像データを移動元→移動先それぞれ4点を指定して補正しながら
移動します。スキャナで読み取る際の歪や傾きを補正したい時によく使用します。
この補正を用いて、被写体を正面化することができます。



操作例１
～画像（写真）を読み込み補正する～

4点を指定！

画像が正面化！

今回は、ボックスカルバートの調査写真から型枠サイズ（900×1800mm）で4点補
正をして配置する方法をご紹介します。まず、画像を1枚読み込み、4点補正を実
行します。図のように、写真上の4点とCAD上の4点（900×1800mmの座標4点）を指
示します。計算を実行すると、補正計算して写真を正面化します。


